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東洋大学の取り組み



国際地域学部が目指すグローバル人材像
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「現場主義」に立ち、国の内外の「地域づくり」「観光振興」に貢献する、
国際的な視野―Think Globally, Act Locally―を持った職業人

地域住民や関係
者とのコミュニ
ケーション力

諸地域の文化慣
習の理解とお互
いの文化の尊重

専門的な知識の
英語（外国語）で

の運用力

現場での経験に
基づいた課題の
本質的な理解と実

践力

専門知識の
英語による

修得

語学力・コミュ
ニケーション能

力の向上

異文化理解・日
本人としてのア
イデンティティの

醸成

実践的能力の
育成

修得すべき
具体的能力

語学力基準
TOEFL 550
TOEIC 730

国際交流体験
国際交流ポイ
ントによる評価

外国語による専
門科目の履修
40単位修得

現場経験・卒業
論文の英語化
研修、インターン
シップ、留学など

外国語による専
門科目受講者数
のべ800名／年

TOEFL550相当
160名

国際交流イベ
ント参加者数
230名／年

留学・研修等
参加者数

230名／年
育成目標

育成する
グローバル
人材像

副専攻での
認定要件

注： GHRDPとはGlobal Human Resources Development Programの略称



G人材育成プログラムにおけるさまざまな取組
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専門知識の
英語による修得

異文化理解・日
本人としてのアイ
デンティティの醸

成

実践的能力の
育成

導入期 発展期 展開期

学部語学研修 学部長期留学

学部専門基礎研修 ゼミ専門研修

卒業論文

ECZ LEP

海外インターンシップ・拠点研修

外国語で学ぶ
専門基礎科目

大使リレー講義

国際学生シンポジウム・国内研修

日本研究

自校教育

一般教養科目

専門科目

SAIHAT=学内留学

語学力・コミュ
ニケーション能

力の向上

全学語学セミナー

SCAT （1年秋～）TOEFL特別講座

長期交換留学

入学前Ｅ－
ラーニング

プレイスメントテスト・能力別クラス編成

アカデミックライティング相談窓口

フォローアップ講座

課外講座

外国語で学ぶ
専門科目

国際交流ポイント制度



eポートフォリオへのニーズ

履修・成績システム、
授業支援システム、

等で管理

履修状況や成績
である程度把握

が可能

大学実施の語学
スコアは把握

• 語学スコアの一元
的な把握、

• 語学学習の取り
組み状況の把握

大学主催のアクティ
ビティへの参加状況

は把握

• 参加した成果の把握と記
録、

• 大学主催以外の活動の
成果と記録

学習成果の把握と分析に向けて
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専門知識の
英語による修得

語学力・コミュニ
ケーション能力

の向上

異文化理解・日本
人としてのアイデン
ティティの醸成

実践的能力の
育成

修得すべき
具体的能力

副専攻での
認定要件

語学力基準 国際交流体験
外国語による専
門科目の履修

現場経験・卒業論
文の英語化



2013年グローバルオフィスを新設

ネイティブ教員による個別指導
TOEFL対策、アカデミック・ライティングの
指導など。卒論を英語で書く学生も。

留学指導
海外研修の企画、留学カ
ウンセリングなど

共同SDワークショップ（2015年7月8日） 6



国際交流ポイント制度
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振り返り
レポート
提出

累計ポイント
を表示



国際交流ポイント獲得者数

学生の海外体験学習とグロー
バル人材育成にかかわる研
究大会（2014.11.22)

8

1年 2年 合計

海外留学・研修 92 34 126

国内イベント 83 60 143

語学学習 62 51 113

個人申請 16 21 37

獲得人数 162 105 267

1年 2年 3年 合計

海外留学・研修 143 71 36 250

国内イベント 42 40 33 115

語学学習 71 57 39 167

個人申請 4 9 2 15

獲得人数 187 203 136 526

2013年度
獲得者数

2014年度
獲得者数
(3月31日まで)

昼間部の学生の3割程度が活動の振り返りをポートフォリオで行った。



【個別評価項目３ーB】 大学の特性を踏まえた特徴ある取組①

2014官民協働留学支援
日本代表プログラム
（ラオス）

2012年 国際地域学部 GGJ採択→着実に成果をあげているGGJ事業を全学に展開

国際地域グローバルオフィス／ランゲージセンター設置国際地域グローバルオフィス／ランゲージセンター設置

• 留学歴
• 語学スコア
• 国際交流ポイント
• ライティング講座受講歴

2013年度 国連ユース
ボランティア（フィジー）
2013年度 国連ユース
ボランティア（フィジー）

2014夏ワシントンセンター

（TWC）インターンシップ

4年葉計翔平さん

3年小川千春さん

2年高木一樹さん

留学者数推移 （2012-2014）留学者数推移 （2012-2014）
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2012卒業生 2013卒業生 現４年生（5/1時点）

132 194 257

Eポートフォリオで学習成果を可視化Eポートフォリオで学習成果を可視化

学部生の61.1%が留学を経験
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新しい
東洋大学
の姿へ

新しい
東洋大学
の姿へ

新学部設置
と

既存学部改革

新学部設置
と

既存学部改革

人材ピラミッド
が

ダイヤモンド型
に

人材ピラミッド
が

ダイヤモンド型
に

分厚い

中間層
を形成

分厚い

中間層
を形成

東洋グローバルダイヤモンド (ＳＧＵ構想調書より）

国
際
競
争
力
を
高
め
る
大
学
改
革
を
推
進

SpeedQuality

学長の
ガバナンス強化

学長の
ガバナンス強化

国際通用性
の高いプロ
グラムへ

国際通用性
の高いプロ
グラムへ
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提携するパートナーも多様化提携するパートナーも多様化

東洋―UCLA継続教育センター
• ビジネス英語
• アカデミック英語
• 大学教員向けFDセミナー

テンプル大学ジャパンと
の相互履修協定
（Cross Registration)

バンコクオフィスを活用した
短期フィールドワーク（SFS)
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継続した学びを支える
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より挑戦的な海外学習へ
• 国連ユースボランティア
• ワシントン・センター

国内留学
テンプル大学ジャパン

交換留学（1年間）

• 認定留学
• 協定校語学留学
• ブリッジプログラム

Eポートフォリオを継続活用
国際交流ポイント
ランゲージセンター

短期海外研修

実務型研修
• 国際ボランティア
• 海外インターンシップ

短期フィールドワーク（SFS)

入学前Eラーニング 「留学のすすめ」



【共通評価項目１】 10年後の景色 構想実現のための体制構築②
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• Thank you for your attention!!

東洋大学 国際地域学部

芦沢真五

ashizawa@toyo.jp
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